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―第194・195・196・197・201号墳の調査―

児玉南土地区画整理事業発掘調査報告書５

本 庄 市 教 育 委 員 会

２０１４



序

　本庄市はかつて中山道随一の繁栄を誇った宿場町として、また国学者塙保

己一誕生の地として広く知られているところです。そのような豊かな歴史的

背景と文化的風土をもつ本庄市は、数多くの埋蔵文化財にも恵まれ、旧石器

時代から近代に至るまでの多様な遺跡が、市内の各所に分布しています。な

かでも、市内に分布する古墳の数の多さは特筆され、大久保山古墳群、旭・

小島古墳群、秋山古墳群などは、地域を代表する古墳群として、埼玉県選定

の重要遺跡となっています。長沖古墳群も、県選定重要遺跡のひとつで、前

方後円墳を含む200基以上の古墳からなり、築造数においては、東日本最大
級の古墳群として著名な存在となっています。

　本書は、平成21年度から23年度にかけて、児玉南土地区画整理調査事業に
伴って発掘調査を実施した、５基の古墳の調査成果を報告したものですが、

この中では、とくに前方後円墳である第196号墳で、古墳の麓にあたる部分
から、「円筒埴輪棺」が非常に良好な状態で出土したことが注目されます。「円

筒埴輪棺」は、古墳の周りに立てられる円筒埴輪を利用して造られた簡単な

埋葬施設ですが、立派な石室などに葬られる有力者ばかりではなく、古墳の

周囲に埋葬されるような人物もいたことは、古墳が造られた目的がどのよう

なものであったのかをあらためて考えてみる材料になるのではないでしょう

か。第196号墳の「円筒埴輪棺」は、古墳や古墳時代の人びとの葬送観念を探
究していくうえで、重要な資料となることでしょう。

　本書に報告されたような貴重な文化遺産を長く後世に伝えていくことは、

現代に生きるわたくしたちの使命であり、うずもれた歴史を解明し、これに

学ぶことは、より良い未来を築くための糧となります。今後は、本書が学術

研究の発展に資するとともに、一般にも広く活用され、郷土史への関心や埋

蔵文化財への理解が一層深められることを願ってやみません。

　最後になりましたが、本書の刊行にあたり、ご指導、ご教示を賜りました

方々、現地調査にご協力いただいた関係諸機関、直接調査の労にあたられた

皆様に心よりの御礼を申し上げます。

　平成26年３月

 本庄市教育委員会

 教育長　茂木孝彦
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例　　　　言

１．本書は、埼玉県本庄市児玉町長沖字御沢および同児玉字賀家ノ上に所在する長沖古墳群第194～

197号墳ならびに第201号墳の発掘調査報告書である。

２．発掘調査は、児玉南土地区画整理事業に伴い、本庄市教育委員会が実施したものである。

３．発掘調査地点ごとの調査期間、調査面積、調査原因および調査担当者は以下のとおりである。

　　・第194号墳

　　　　調査期間　　自　平成21年９月１日　　至　平成21年９月15日

　　　　調査面積　　34㎡

　　　　調査原因　　市道新設工事

　　　　調査担当者　大熊季広

　　・第195号墳Ａ地点

　　　　調査期間　　自　平成21年９月１日　　至　平成21年９月15日

　　　　調査面積　　27㎡

　　　　調査原因　　市道新設工事

　　　　調査担当者　大熊季広

　　・第195号墳Ｂ地点

　　　　調査期間　　自　平成23年６月30日　　至　平成23年８月11日

　　　　調査面積　　８㎡

　　　　調査原因　　市道新設工事

　　　　調査担当者　大熊季広

　　・第196号墳

　　　　調査期間　　自　平成23年１月29日　　至　平成23年２月４日

　　　　調査面積　　372㎡

　　　　調査原因　　範囲確認

　　　　調査担当者　大熊季広

　　・第197号墳

　　　　調査期間　　自　平成23年１月29日　　至　平成23年２月４日

　　　　調査面積　　375㎡

　　　　調査原因　　範囲確認

　　　　調査担当者　大熊季広

　　・第201号墳

　　　　調査期間　　自　平成23年６月30日　　至　平成23年８月11日

　　　　調査面積　　77㎡

　　　　調査原因　　市道新設工事

　　　　調査担当者　大熊季広
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４．整理調査期間は以下のとおりである。

　　　自　平成25月４月１日　　至　平成26年１月14日

５．整理調査および本書の執筆・編集は本庄市教育委員会文化財保護課太田博之が担当した。

６．本書に掲載した遺構実測図、遺構写真撮影、土層注記は各発掘調査担当者が行なった。

７．本書に掲載した出土遺物、遺構および遺物の実測図ならびに写真、その他本報告に関係する資料

は本庄市教育委員会において保管している。

８．発掘調査から整理、報告書の刊行に至るまで、以下の方々から貴重な御助言、御指導、御協力を

賜った。

　ご芳名を記して感謝申し上げます。（順不同・敬称略）

　　　昆　彭生　　坂本和俊　　金子彰男　　丸山陽一　　池田匡彦　　中沢良一　　丸山　修

９．本報告の発掘調査、整理調査および報告書編集・刊行に関係する本庄市教育委員会の組織は以下

のとおりである。

・発掘調査（平成21～23年度）　　　　　　　　　　　・整理調査および報告書編集・刊行（平成25年度）

　教育長　　　　　　茂木　孝彦（平成21～23年度）　　教育長　　　　　　茂木　孝彦

　事務局長　　　　　腰塚　　修（平成21・22年度）　　事務局長　　　　　関和　成昭

　　　　　　　　　　関和　成昭（平成23年度）　　　　文化財保護課長　　川上　美恵

　文化財保護課長　　儘田　英夫（平成21年度）　　　　副参事兼課長補佐　鈴木　徳雄

　　　　　　　　　　金井　孝夫（平成22・23年度）　　課長補佐兼

　副参事兼課長補佐　鈴木　徳雄（平成22・23年度）　　
埋蔵文化財係長　　太田　博之

　課長補佐　　　　　鈴木　徳雄（平成21年度）　　　　
主　　　　　幹　　恋河内昭彦

　課長補佐兼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
埋蔵文化財係

　
埋蔵文化財係長　　太田　博之（平成23年度）

　　　　
主　　　　　査　　大熊　季広

　主　　　　　幹　　恋河内昭彦（平成23年度）　　　　主　　　　　査　　松澤　浩一

　埋蔵文化財係長　　太田　博之（平成21・22年度）　　主　　　　　任　　松本　　完

　埋蔵文化財係　　　　　　　　　　　　　　　　　　臨　時　職　員　　的野　善行

　主　　　　　査　　恋河内昭彦（平成21・22年度）

　主　　　　　査　　大熊　季広（平成21～23年度）

　主　　　　　査　　松澤　浩一（平成23年度）

　主　　　　　任　　松澤　浩一（平成21・22年度）

　主　　　　　任　　松本　　完（平成21～23年度）

　臨　時　職　員　　的野　善行（　　　同　　　）
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凡　　　　例

１．本書所収の遺跡全体図におけるＸ・Ｙ座標値は、世界測地系に基づく。各遺構における方位針

は、座標北を示す。

２．本書掲載の図面のうち、遺構図の縮尺は、各図に明示している。

　　遺物実測図の縮尺は、１／４に統一している。

３．遺構断面図の水準数値は海抜を示す。単位はｍである。

４．遺構断面図のスクリーントーンのうちストライプは地山のローム層を示す。

５．本書掲載の地形図は、国土交通省国土地理院発行１／50,000「本庄」、長沖古墳群発掘調査・確

認地点図は、本庄市都市計画図１／2,500に加筆したものを用いた。

６．本書の引用・参考文献は巻末に一括して記載した。

V



目　　　　次

　序

　例言

　凡例

　目次

第Ⅰ章　発掘調査に至る経緯 ････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････１

第Ⅱ章　遺跡の環境

　　１　地理的環境 ････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････２

　　２　歴史的環境 ････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････３

第Ⅲ章　長沖古墳群の概要 ･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････６

第Ⅳ章　調査の成果

　　１　第194号墳 ･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････９

　　２　第195号墳 ･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････13

　　３　第196号墳 ･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････18

　　４　第197号墳 ･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････20

　　５　第201号墳 ･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････28

第Ⅴ章　結語 ････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････33

　参考文献

　写真

VI



第Ⅰ章　発掘調査に至る経緯

　埼玉県の重要遺跡に選定されている長沖古墳群は、南側の上部山地内から流れ出る小山川（旧身馴

川）の北側に沿って半島状に延びる児玉丘陵上から東端の丘陵下の氾濫原にかかる、広大な畑地帯に

立地している。その範囲は、東西約1700ｍ、南北約500ｍの帯状に、多数の古墳が分布している。古

墳は、５世紀から７世紀にかけて築造されており、その数は現在のところ前方後円墳７基を含む202

基の存在が確認されているが、おそらくその倍の400基以上は存在するものと推測されている。

　この長沖古墳群が立地する畑地帯は、養蚕が盛んであった時代はそのほとんどが桑畑として利用さ

れていたが、古墳群の東側が旧児玉町の市街地に接していることもあって、戦後の高度経済成長期以

降には、古墳群内にも徐々に宅地化が進行していた。そのため、昭和48年に長沖地区が第一種住宅専

用地域に指定され、昭和49年度には現在の児玉総合支所（旧児玉町役場）前から小平に通じる野上・児

玉線（県道187号線）より東側の約37ha を対象とした「児玉南土地区画整理事業」が計画された。

　この計画に伴って、埼玉県教育委員会が事業地区内に所在する文化財の現地確認調査を行ったとこ

ろ、前方後円墳２基を含む15基の古墳と集落址２ヶ所（古墳群東端の長沖１号墳付近と本報告の「縄

文Ａ地区」）の存在が確認された。これをもとに、町と県教育委員会で事業地区内の文化財の取り扱い

について協議が行われ、「保存状態の良い前方後円墳２基の付近は児童公園として残し、他の古墳は

調査を実施して記録を残すこととなった」（菅谷他1980）。

　発掘調査は、昭和50年度より当初４ヵ年計画で実施されたが、その後１年延長されて５ヵ年計画と

なった。今回報告する「縄文Ａ地区」は、昭和51年度の第２次発掘調査で長沖14・15・16号墳の周溝

とともに調査され、「江ノ浜地区」は、昭和53年度の第４次発掘調査で長沖21号墳の周溝確認作業に

伴って調査されている。 （文化財保護課埋蔵文化財係）

1

 （児玉南土地区画整理事業地区：2003年頃）



第Ⅱ章　遺跡の環境

１　地理的環境

　本庄市の地形は利根川右岸に広がる低地と、市街地をのせる台地、さらにその南方に連なる山地と

に大別される。低地には利根川の氾濫による自然堤防が発達し、同川沿いに妻沼低地、加須低地へと

連続している。台地は身馴川（小山川）扇状地と神流川扇状地との複合地形からなり、本庄台地と呼称

され、立川期に対応するものとされる。身馴川（小山川）扇状地は西側を第三系の残丘である生野山、

大久保山といった児玉丘陵に、東側を松久丘陵、櫛引台地によって画され、小山川、志戸川などが北

東方向へ流れている。河川の周辺は沖積化が著しく、自然堤防状の微高地が発達し、遺跡の多くはこ

の上に立地している。神流川扇状地は群馬県藤岡市浄方寺付近を扇頂部とし、扇端部は児玉郡上里町

大字金久保から本庄市鵜森にかけて広がっている。この扇状地を開析して流れる中小河川には女堀

川、男堀川などがあり、周辺には沖積地の形成が顕著である。また、山地は上武山地の北縁にあた

り、奥秩父山地に比べ浸食が進み、谷が広く、起伏の少ない地形を特徴としている。本書に報告する

長沖古墳群は、本庄市児玉町高柳から同長沖にかけての丘陵端部とそこから連続する台地上に立地し

ている。
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図１　埼玉県の地形



２　歴史的環境

　本庄市を含む児玉地域の古墳時代は、美里町南志戸川遺跡などにおける畿内系、東海系土器の流

入、本庄市ミカド遺跡で推定された初期須恵器窯の存在などに見られるように、当該期の流通・生産

の中心地としての地位を占めていたと考えられる。さらに、和泉期の竈導入に見るような先進性や、

格子タタキ調整技法による土器・埴輪から想定される渡来工人の移入も含め、その地域的特殊性につ

いてはすでに多くの議論がなされている。以下では、児玉地域の古墳の変遷を概観し、歴史的環境の

説明としたい。

　本庄市鷺山古墳は、現在、児玉地域において最古とされる古墳である（坂本1986）。女堀川中流域の

丘陵上に位置し、手焙形土器の破片が採集されたことにより、以前から有力な古式古墳として注目さ

れてきたが、その後の調査の結果、全長60ｍの前方後方墳となることが判明した。特異な形に広がる

前方部の平面形や手焙形土器の出土から、県内でも最古の古墳として位置づけられるようになった。

しかし、出土した底部穿孔壺形土器は、口縁部にも円孔を穿ち、外面調整にはハケを主体的に用いて

いる。このことから、底部のみに穿孔を有し、ナデ調整による壺形土器に比べ、より儀器化が進行

し、かつ埴輪への傾斜を深めた段階の資料とする理解も可能であり、築造は前方後円墳集成畿内編年

３期（以下単に集成○期と略す）に下るものと考えられる。

　大久保山丘陵上に立地する本庄市北堀前山１号墳は円墳と考えられてきたが、本庄市教育委員会

による確認調査の結果、全長70ｍを超える埼玉県内では最大規模の前方後円墳であることが明らかと

なった。口縁部上段に葺石を備え、周堀をめぐらせている。埴輪はもたず、出土した土師器の型式か

ら集成４期の築造が考えられる。美里町長坂聖天塚古墳（径50ｍ）は志戸川右岸の丘陵上に占地する円

墳である。粘土槨と木棺直葬の計６基の埋葬施設から稜雲文方格規矩鏡、獣首鏡、滑石製模造品など

が出土している。築造時期は鏡の型式、精製品を含む刀子形石製の形態などから、古墳時代前期後半

を降らないと考えられる。また、近隣の美里町川輪聖天塚古墳は長胴化の進行した特異な壺形埴輪を

持ち、長坂聖天塚古墳に次ぐ時期の築造とされる。北堀前山１号墳に近接して所在する北堀前山２号

墳は、従来、径28ｍの円墳とされてきたが、本庄市教育委員会による第２・３次調査の結果、一辺30

ｍ前後の方墳となることが確認された。埋葬施設に粘土槨を有し、直刃鎌・剣・刀子等が出土してい

るほか、周堀から土師器坩が検出されている。

　集成６期を前後する時期には、生野山丘陵の本庄市生野山将軍塚古墳（径60ｍ）、同金鑽神社古墳

（径68ｍ）、女堀川流域の本庄市公卿塚古墳（径60ｍ）などの大型の円墳が相次いで築造される。児玉地

方で古墳がもっとも大型化するのはこの段階であり、いずれも定型化した埴輪を持ち、生野山将軍塚

古墳、金鑽神社古墳では段築・葺石の存在も確認されている。また、生野山将軍塚・金鑽神社・公卿

塚の３古墳では埴輪に格子タタキ技法の存在することが知られている。格子タタキ技法による埴輪に

ついてはこれまでにも初期須恵器、半島系軟質土器などとの系譜的な関係が論じられ、製作に渡来工

人の関与があった可能性は高い。

　これら３古墳に比べてやや規模の小さい志戸川流域の美里町志戸川古墳（径40ｍ）、小山川上流域の

本庄市長沖157号墳（径32ｍ）では・式の円筒埴輪を出土し、格子タタキ技法を認めない。なお、公卿

塚古墳では盾、家、志戸川古墳では短甲形埴輪の草摺部分が出土している。形象埴輪群全体の組成は

明らかではないが、定型化した円筒埴輪とともに形象埴輪も導入されている。
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　集成７・８期になると、前段階のような直径60ｍクラスの大型円墳の築造は認められず、首長墳

は小山川上流の長沖14号墳（径34ｍ）、生野山丘陵の生野山９号墳（径42ｍ）など30～40ｍ台の円墳とな

る。なお、生野山９号墳では人物埴輪、馬形埴輪の存在が確認され、同種の埴輪としては県内におけ

る出現期の資料である。また、群集墳もこの段階に形成を開始する。美里町塚本山古墳群の塚本山73

号墳（径12ｍ）、同77号墳（径14ｍ）、本庄市塚合古墳群の本庄東小学校１号墳（径19ｍ）、同２号墳（径

12ｍ）、同三杢山２号墳（径22ｍ）などいずれも10～20ｍ前半台の小型円墳で、円筒埴輪の外面二次調

整にＢ種ヨコハケを用いる二条突帯の円筒埴輪を樹立し、TK208型式の須恵器などを伴う。美里町広

木大町古墳群、本庄市西五十子古墳群、同東五十子古墳群、深谷市白山古墳群などはやや遅れて、外

面二次調整を欠く二条突帯の円筒埴輪とTK23・47型式の須恵器などを出土する群集墳である。神川

町青柳古墳群では、集成９期前半に、横穴式石室を導入することが知られている。

　集成10期に入るとそれまで古墳の存在が知られていなかった地域にも新たに築造が開始される。と

くに神流川流域の植竹・関口・元阿保・四軒在家・大御堂などの古墳群は周辺地域の開発の進展にと

もなってこの時期新たに出現してくる群集墳である。広木大町古墳群、塚本山古墳群、旭・小島古墳

群、塚合古墳群、西五十子古墳群、東五十子古墳群などにも横穴式石室を埋葬施設とする小型円墳が

認められ、古式群集墳中に混在もしくは隣接するように群在する。

　集成９期以降には、首長墓として前方後円墳が再び採用されるようになる。小山川上流域では本庄

市長沖古墳群の長沖25号墳（40ｍ）、同31号墳（51ｍ）、同秋山古墳群の秋山諏訪山古墳（60ｍ）、同生野

山古墳群の生野山銚子塚古墳（58ｍ）、生野山16号墳（58ｍ）、小山川中流の深谷市四十塚古墳群の寅稲

荷古墳（52ｍ）、本庄市塚合古墳群中の大林二子山古墳（規模未詳）、同旭・小島古墳群の下野堂二子塚

古墳（規模未詳）、神流川流域の神川町青柳古墳群の白岩銚子塚古墳（46ｍ）などが知られる。

　終末期には、前方後円墳に代わる首長墓として、深谷市前原愛宕山古墳（辺37ｍ）のような大型の方

墳や旭・小島古墳群の上里町浅間山古墳（径38ｍ）のような大型の円墳が採用されている。また各地の

群集墳も後期後半段階からの連続的な造営が確認できる。

　埴輪生産遺跡は、児玉地域で４箇所を確認している。また、未確認ながら埴輪生産遺跡の所在を想

定できる地点が複数存在している。この地域では、鴻巣市生出塚窯や深谷市割山窯のような大規模な

操業は見られず、狭い地域に小規模な生産遺跡が散在する点に特色がある。美里町宇佐久保埴輪窯跡

は、上武山地の北東側に連なる丘陵端部に位置し、埴輪窯跡は、採土により掘削された丘陵の断面

で、焼土層の落ち込みとして12基を確認している。本庄市八幡山埴輪窯跡は、かつて県立児玉高等学

校の敷地内に所在した埴輪窯跡群である。1930年、八高線敷設工事の土取り中に発見され、その際、

人物埴輪、馬形埴輪などが出土した。その後、1961に高等学校の校地拡張工事に伴い、２基の埴輪窯

を調査している。窯は「半地下式有段登窯」とされ、円筒埴輪、女子人物埴輪の頭部を検出してい

る。本庄市赤坂埴輪窯跡は、女堀川右岸の本庄台地北東端部に位置する。工場建設に際し、焼土とと

もに大型の馬形埴輪と家形埴輪を出土したことなどから埴輪窯跡の存在が想定されている。本庄市宥

勝寺裏埴輪窯跡は近年の確認調査で、５基以上の窯跡が比較的良好な状態で遺存していることが確認

された。遺物は靫形埴輪４点、翳形埴輪１点をはじめ、家、大刀、鞆、馬、人物など多種の形象埴輪

を出土している。操業時期は６世紀後半段階と推定される。
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図２　遺跡の位置



第Ⅲ章　長沖古墳群の概要

　長沖古墳群は古墳時代中期から終末期にかけて形成された埼玉県内最大規模の群集墳である。旧児

玉町の市街地南方にあって、北東方向に流下する小山川左岸の丘陵部から台地面にかけて立地し、

東西1700ｍ、南北500ｍの範囲に分布する。古墳群北方の丘陵上に、単独で存在している157号墳を除

き、現在までに、前方後円墳５基、帆立貝形古墳１基、円墳196基、計202基の古墳が確認されてい

る。

　調査によって築造時期の判明している古墳の中では、14号墳が最も古い（恋河内2012）。直径28ｍの

円墳で、外面二次調整Ｂ種ヨコハケ・無黒斑の円筒埴輪、家形と思われる形象埴輪片が出土し、築造

時期は集成７期である。ただし、東隣の15号墳の周溝から、野焼きによると思われる突出度の高い三

条突帯の円筒埴輪が出土している。15号墳は直径19ｍの円墳で、二条突帯の円筒埴輪をもつ集成８期

の古墳であることから、付近に集成６期以前の大型古墳が存在したと考えられる（菅谷ほか1980）。ま

た、14・15号墳の北東約150ｍの地点に所在した34号墳でも、古相の円筒埴輪片が検出されている（菅

谷1984）。外面調整は一次タテハケのみで突出度の高い突帯をもち、外面に赤彩が見られ、野焼きに

よると思われる資料であることから、同墳の築造時期を集成６期以前とする見解が示されている（坂

本2008）。このほかに直径31ｍの円墳である54号墳も、７期以前の築造とする意見がある（坂本2008）。

　つづく集成８期には、15号墳、172号墳、173号墳など、直径20ｍ以下の小型円墳の造営が見られ

る。いずれも墳丘を失っているが、規模の大きな古墳には埴輪が伴う。いまのところ、「古式群集墳」

や「初期群集墳」と呼称しうるような、密集形態の小型円墳群は確認されていないが、集成８期を中

心とした時期の簡易な竪穴系埋葬施設を備えた小型円墳は、墳丘を失っている場合がほとんどと思わ

れ、今後の調査で検出例を増す可能性が高い。

　横穴式石室は集成９期から10期にかけての時期に導入されているらしい。導入の当初には先ず短冊

形無袖式横穴式石室が採用され、その後、集成10期のうちに両袖式石室が現れ、集成10期後半から終

末期にかけて、模様積みによる胴張型石室へと移行するようである。

　群内に所在する前方後円墳、帆立貝形古墳は、いずれも集成８期から10期にかけての築造と考えら

れる。三条突帯の円筒埴輪、靫などの器財埴輪を有する32号墳は、墳丘を大きく削られているが、試

掘調査の結果から、原状は主軸長60ｍを超える群内最大規模の前方後円墳であった可能性がある（恋

河内・大熊2006）。帆立貝形古墳の８号墳は、埋葬施設に古相と考えられる胴張型横穴式石室を採用

し、埴輪、TK209型式期の須恵器甕を出土することから、集成10期後半の築造が推定される（菅谷ほ

か1980）。

　終末期には、盟主墳的な大型の円墳や方墳が見られず、横穴式石室を備える小型の円墳が数多く築

造されている。８世紀代に下る古墳は、今のところ確認されず、７世紀後半のうちに築造を停止する

ようである。なお、単独墳である157号墳は、直径32ｍの円墳で、出土した円筒埴輪の外面二次調整

にＢ種ヨコハケと黒斑が観察される（日高1994）。築造時期は長沖古墳群の初現に近く、集成５～６期

に該当するだろう。
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図３　長沖古墳群古墳分布図
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図４　長沖古墳群発掘調査・確認地点



第Ⅳ章　調査の成果

１　第194号墳
（１）遺構（図５～７）

　第194号墳は、現地表上の墳丘を完全に失い、試掘調査によって、はじめて存在が確認された古墳

である。調査区は、古墳南東側の墳丘裾部から周堀にかけての範囲に該当する。調査区北西隅に墳丘

裾部の一角を検出しているが、調査区内には、周堀外側の立ち上がりが確認されず、周堀上幅は６ｍ

以上の規模を有することが推測され。周堀底面も平坦で、規則的な掘削が行われており、比較的規模

の大きな古墳であったことが考えられる。墳形や墳丘規模を確認できるまでの材料はないが、長沖古

墳群内の前方後円墳は、前方部を西または南西方向に向けるのが通例であることを考慮すると、南西

側に第24号墳、南側に第196号墳が、近接して所在することから、墳形は前方後円墳ではなく、やや

規模の大きな円墳を想定しておくのが妥当であろう。

　堆積する土層は、第１～３層までが、墳丘部分と古墳周堀覆土の上位を被覆する土層、第４層以下

が周堀の覆土と認識される。

　第１・２層は近代以降の整地層である。第１層は、ロームブロックを主体とする土層で、ごく最近

の客土と思われる。第２層は、旧道路の整地層で、とくに硬化が顕著である。第３層は、浅間Ａ軽石

を多量に含む近世以降の整地層で、色調は明褐色を呈し、以下の層との境界は明瞭である。墳丘部分
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図５　第194号墳位置図



の地山を直接被覆するとともに、古墳周堀覆土である第５・７・８層を切って堆積している。第３層

が敷かれた整地工事に際して、当時の地表面に対する掘削施工がなされていることが判明する。

　第４層は、周堀の外寄りに堆積する土層である。暗褐色を呈し、混入物がほとんど見られないこと

から、第３層との識別が容易である。

　第５層は、最下層を形成する第７・８層の上面を全体にわたって被覆する土層である。粘性が比較

的高く、黒褐色を呈し、きわめて微細な黒色土ブロックを多量に含むとともにロームを主体とする微

量の黄褐色粘質土ブロックの混入が見られる。

　第６層は、浅間Ｂ軽石を主体とし、周堀覆土の最下層を形成する第７層の上面に、レンズ状に堆積

する。この第６層は、少量の黒褐色土粒子を含むものの、ほぼ純層としてよく、浅間Ｂ軽石降下時に

形成された層と考えてよいだろう。直下での第７層の層厚は10㎝ほどで、古墳築造後、浅間Ｂ軽石降

下時までの周堀覆土の形成速度は、かなり緩いものであったことがわかる。

　第７層は、墳丘東側の裾部から周堀底を広く被覆する土層で、有機質を多く含有して黒褐色を呈

し、ロームを主体とする細かな黄褐色粘質土ブロックを少量含み、粘性は低い。堆積の状況からみ

て、墳丘側から流入した土を主体とするもののようである。第８層は、墳丘から離れた南東寄りの周

堀底を覆う土層で、色調は第７層よりも明るく、暗褐色を呈する。混入物がほとんど見られず、粘性

も低い。第７層とは異なり、周堀の外側から流入した土と考えられる。第９層は、墳丘の立ち上がり

部分において、三角形に堆積した黄褐色土である。周堀開削の直後に堆積した風化ロームを主体とす

る土層である。

　第10層は、墳丘部分のローム層上面に堆積する地山層である。直上を浅間Ａ軽石が含まれる近世以

降の土層に直接被覆されており、このことから、墳丘は古墳時代の旧表土層を含めて削平されている

ことがわかる。
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図６　第194号墳全体図
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図７　第194号墳断面図

第194号墳周堀土層説明
第１層：明黄褐色土　ロームブロック主体の整地層。

第２層：暗灰褐色土　整地層。硬化顕著。旧道路面。

第３層：明褐色粘質土　浅間Ａ軽石（～１㎜）を多量に、片岩

を主とする小礫を中量、炭化物粒子、焼土粒子（～

１㎜）を少量含む。

第４層：暗褐色粘質土

第５層：黒褐色粘質土　黒色土粒子（～１㎜）を多量に黄褐色

粘質土粒子（～４㎜）を微量含む。粘性は高い。

第６層：淡褐色砂質土　浅間Ｂ軽石（～１㎜）を主体とし黒褐

色土粒子（～１㎜）を少量含む。しまりは弱く、粘性

は低い。

第７層：黒褐色土　黄褐色粘質土の小塊（～２㎝）少量含む。

第８層：暗褐色土

第９層：黄褐色粘質土

第10層：暗黄褐色粘質土



（２）遺物

円筒埴輪（図８）

　円筒埴輪は、全形の判明する資料に恵まれないが、推定される径の大きさから、いずれも二条突帯

三段構成品と考えられる。口縁部基部突帯を含む破片がある。透孔の形状を確認できる破片は含まれ

ない。朝顔形埴輪の肩部や口縁部にあたる破片は見あたらないが、胴部が含まれる可能性はある。焼

成状態は、破片により差がある。色調は、全体ににぶい橙褐色を呈する。

　１・２は口縁部を含む最上段の破片である。１は口唇部に強いナデ調整が加えられ、端面が窪み、

凹線をなしている。１・２とも、内面には斜位のハケ調整が施されている。焼成もともに良好で、硬

く焼き締まっている。３・４も、器壁の厚さや湾曲の度合いから見て、最上段の破片であろう。４の

上端には、１・２とは異なり、円弧を描く刻線が観察される。

　５は、突帯を含む破片である。突帯は、器壁の厚みからして第一突帯であろう。突帯断面は低平で

頂点が丸味を帯びた三角形を呈し、撫で付けも甘い。内面には、縦位のナデ調整が施されている。

　６・７は、基底部を含む最下段の破片である。最下部は、幅の広い２枚の粘土帯を表裏に合わせ、

基部成形を行っているように観察される。底部調整は、外面には認められないが、内面には指による

押圧を加え、器壁を薄くするような調整を行っている。押圧部より上位には、縦位のナデ調整が観察

される。焼成はやや甘く、とくに７は、断面中央が黒色を呈し、他に比較して、明らかに低温で焼成

されている。
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図８　第194号墳出土遺物（１）



形象埴輪（図９）

　１・２ともに器種不明の破片である。１は、器壁が薄く、横方向へ緩やかに湾曲している。調整

は、外面が縦位のハケ、内面が縦位のナデで、内面には、３条の板状工具の先端を当てたような痕跡

が観察される。胎土には細砂粒を多く含み、焼成は良好である。色調は、内外面とも褐灰色を呈す

る。家形埴輪の屋根や壁体の一部である可能性がある。

　２も、器壁が薄く、縦横両方向へ緩やかな湾曲を有している。調整は、外面が細かな縦位のハケお

よびナデ、内面が縦位のナデである。内面の右端は剥離面となっている。胎土には細砂粒を多く含

み、焼成は甘く、焼き上がりはやや軟質である。色調は、外面が暗褐灰色、内面がにぶい橙灰色、断

面が褐灰色を呈する。

２　第195号墳
（１）遺構（図10～13）

　第195号墳も、現地表上の墳丘を完全に失い、試掘調査によって、はじめて存在が確認された古墳

である。調査区は、古墳南側から南西側にかけての墳丘裾部と周堀にかかる範囲に該当する。調査区

北端に検出した墳丘裾部は、やや歪んだ円弧を描いている。

　墳丘の外周には周堀がめぐる。確認面での上幅は、2.1～2.7ｍと一定しない。堀底も平坦ではな

く、深掘りされている箇所が見られる。現状から、墳形は円墳で、墳丘規模は直径12～13ｍ程度と推

定される。

　周堀に堆積する土層は、Ａ・Ｂの２地点で、様相が異なる。とくにＢ地点では上層が大きく掘削を

受け、客土が分厚く堆積している。

　Ａ地点では、第１層である客土の敷き込みが薄く、第２層以下の土層は、比較的良好な状態を保持

していた。

　第２・３層は、混入物をほとんど含まず、調査区全体に安定的に堆積している土層で、古代末から

近世前半までの間に形成されている。

　第４層は、黒褐色の土層で、粘性があり、微細な焼土と炭化物の粒子とともに、１㎜大の浅間Ｂ軽

石を含有する。浅間Ｂ軽石は、純層を形成していないが、第４層は、同軽石降下後、さほどの時間を

経ない段階に堆積した土層と思われる。

　第５層と第６層は、ともに黒褐色を呈する土層であるが、墳丘寄りに堆積する第６層は、古墳の葺

石と考えられる大きさの揃った多量の礫と少量の埴輪片を含んでおり、墳丘からの崩落土を主体に形
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図９　第194号墳出土遺物（２）



成された土層と判断される。第５・６層を被覆する第４層が、上述のように浅間Ｂ軽石を含有するこ

とから、墳丘の崩壊は、９・10世紀を中心とする平安期前半までの段階で進行していることが理解さ

れる。

　第７層以下は、周堀底を直接被覆する土層で、このうち第10層は、黄褐色を呈し、粘性を有する土

層で、周堀の立ち上がり部分において、三角形に堆積する。周堀開削の直後に堆積した風化ロームを

主体とする土層である。

　一方、Ｂ地点では、周堀外側の立ち上がり部分を中心に本来の堆積土が大きく削られ、客土が入り

込んでいる。

　第２層は、葺石と考えられる礫が少量含まれるが、軟弱な土層で、形成の時期は比較的新しいと思

われる。
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　第３層は、浅間Ｂ軽石を含み、Ａ地点の第４層に対応する。下位の第４～６層を切って堆積してお

り、近世以降の比較的新しい時代に形成された土層である。

　また、第４層は、葺石と考えられる大きさの揃った礫とともに、古墳時代の旧表土層である黒色土

の混入が観察されることから、墳丘の崩落土と判断される。Ａ地点の第６層に対応する土層と考えら

れる。

　第５・６・７層は、いずれも暗褐色を呈し、含有物は微妙に異なるものの、一連の形成過程にあっ

た土層と判断される。第８・９層は、明褐色を呈し、粘性を有する土層で、風化ロームを主体とし、

Ａ地点の第10層に対応する。
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図12　第195号墳Ａ地点断面図

第195号墳Ａ地点周堀土層説明
第１層：客土

第２層：暗灰色土

第３層：明褐色粘質土

第４層：黒褐色粘質土　焼土粒・炭化物粒（～１㎜）・浅間Ｂ

軽石（～１㎜）を均質に中量含む。

第５層：黒褐色土

第６層：黒褐色土　礫（～20㎝）を多量に、埴輪片を少量含
む。墳丘流入土。

第７層：黒黄褐色土　黄褐色土小塊（～１㎝）を少量含む。

第８層：暗褐色土　外側立ち上がりの風化土。

第９層：暗褐色土　内側立ち上がりの風化土。

第10層：黄褐色土　黒色土粒子（～１㎜）を微量含む。外側立
ち上がりの風化土。



（２）遺物

　遺物は、礫を含んだ墳丘からの崩落土の中で、少量の土師器と埴輪片を検出している。

土師器（図14）

　小型の壺と思われる底部から胴部中位にかけての破片である。底部周辺は分厚く成形され、外底面

は小さく、胴部との境界は明瞭ではない。調整は、外面が不定方向のナデ、内面が横位ないし斜位の

ナデである。胎土には砂礫を多く含み、焼成は良好である。色調は全体に橙褐色を呈するが、胴部の

外面に、黒斑が観察される。

形象埴輪（図15）

　１は、大刀形埴輪の護拳部から剥落した三輪玉である。中央を半球状に成形し、括れを隔てて両側

を摘み上げ、外側には平端な面を造り出している。裏側は剥離面となっている。半球の中央には、棒

状工具の刺突による直径３㎜程の穿孔が存在する。穿孔は、径を減ずることなく貫通していることか

ら、護拳部にも及んでいることは明らかである。胎土には細砂粒を多く含み、焼成はやや甘く軟質で

ある。色調はにぶい橙褐色を呈する。２は、靫の矢を表現する部分である。矢は粘土紐貼付による表

現で、逆台形の粘土板に貼付されている。現状で２本の矢が残る。粘土板の裏面には上下方向に突帯

状の補強帯が貼付されている。調整は、粘土板の正面が縦位のハケ、裏面が縦位のナデで、矢と裏面

の補強帯は、ともに軸線に沿ったナデ調整となっている。胎土には細砂粒を多く含み、焼成はやや甘

く軟質である。色調は全体に橙褐色を呈する。
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図13　第195号墳Ｂ地点断面図

第195号墳Ｂ地点周堀土層説明
第１層：客土

第２層：暗灰褐色土　礫（～20㎝）を少量含む。しまりは、
やや弱く、粘性は低い。

第３層：黒褐色土　浅間Ｂ軽石（～１㎜）を少量含む。しま

りはやや強く、粘性はやや高い。

第４層：黒褐色土　礫（～25㎝）を中量含む。しまりはやや
強く、粘性はやや高い。

　　　　〔第３層に比べ黒く、旧表土が混入している墳丘

崩落土層〕

第５層：暗褐色粘質土　礫（～４㎝）を微量含む。しまりは

やや強く、粘性は高い。

第６層：暗褐色粘質土　明褐色土小塊（～１㎝）を少量含

む。しまりは、やや強く、粘性は高い。

第７層：暗褐色粘質土　明褐色土粒子（～１㎜）を少量含

む。しまりは、やや強く、粘性は高い。

第８層：明褐色粘質土　明褐色粘質土を主体とし、暗褐色

土小塊（～１㎝）を少量含む。しまりはやや強く、

粘性は高い。

第９層：明褐色粘質土　明褐色粘質土を主体とし、暗褐色

土粒子（～１㎜）を微量含む。しまりはやや強く、

粘性は高い。



３　第196号墳
（１）遺構（図16）

　範囲確認調査により新たに存在を確認した古墳である。検出したのは、前方後円墳の前方部先端と

そのまわりの周堀にあたる部分である。調査の性格上、古墳の周堀は掘削を遺構確認面までの範囲に

とどめ、墳丘の裾部にあって、地表から確認面までが浅く、以後の耕作により影響の及ぶことが予想

された SK－１については、部分的に詳細確認調査を実施した。

　第196号墳は、前方部をほぼ真西に向け、確認面で計測した規模は、墳丘前方部幅約20ｍ、周堀幅

は前方部前面で３～５ｍ、前方部側面南側隅で3.2ｍ、同北側で５ｍ以上である。前方部南側の周堀

外側の設計線は、直線をなすことから、周堀の平面形状は、墳丘相似形ではなく、盾形を呈するよう

である。

　SK－１は、前方部前端の北寄りに検出した円筒埴輪棺を収容するための土坑である。平面形は、

隅の丸い長方形をなし、長径1.2ｍ、短径0.65ｍの規模を有する。確認面からの深さは、最深部で

24㎝である。軸線は、前方部前面の設計線に並行せず、Ｎ－35°－Ｗを示す。覆土は２層に区分さ

れ、上層に１㎜大の黒色土粒子を含む黄褐色土、下層にも、上層よりやや大きい４㎜大の黒色土粒子

を含む黄褐色土が堆積する。

（２）遺物

円筒埴輪（図17・18－１～41）

　円筒埴輪は、破片資料のみであるが、推定される径の大きさから、いずれも二条突帯三段構成品と

考えられる。外面調整は一次タテハケのみで、二次調整を施す個体は含まれない。内面調整は、口縁

部に斜位ハケが目立つ。他の部位では、斜位および縦位のナデが主体である。胎土は精製され、砂粒

をほとんど含有しない。焼成も良好で、色調はにぶい橙褐色を呈する。

　１～13は、口縁部の破片である。口縁部には、内面と端面に強いナデが施され、とくに端部には凹

面が形成されている個体が多い。

　14～22は、透孔を含む破片である。14～20は上端部が水平に切り抜かれていることから、円筒埴輪
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図14　第195号墳出土遺物（１） 図15　第195号墳出土遺物（２）



棺に転用された３個体と同様に、半円形の透孔であったと推定される。21・22は、透孔下半の一部で、

円弧を描いて切り抜かれている。円形ないし他と同様の半円形の透孔であったろう。

　14～29は、突帯を含む破片である。突帯断面は、15のような台形、17のようなＭ字形を呈するもの

もあるが、多くは三角形もしくはそれに近い形状で、簡略化が進行している。

　30～34は、透孔、突帯を含まない中間段の破片で、いずれにも外面に刻線が存在する。30には「×」

形の刻線が観察される。31から34にも全体の形状が不明ながら刻線が見られる。とくに、34は小片な

がら３条の刻線が交差している。

　35～41は、基底部を含む破片である。すべての個体で、幅の広い２枚の粘土帯を表裏に合わせ、基
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部成形を行っている。基底部最下端が自重により変形している固体もあるが、底部調整を確認できる

例は存在しない。

朝顔形埴輪（図18－42～47）

　破片資料のみであるが、推定される径の大きさから、円筒埴輪と同様に、胴部二条突帯の製品と考

えられる。外面調整は一次タテハケのみで、二次調整を施す個体は含まれない。内面調整は、斜位お

よび縦位のナデで、粘土帯の積み上げ痕が目立つ。円筒埴輪と異なり、胎土には、砂礫が含まれる。

焼成は良好で、色調は橙褐色を呈する。

　42～46は、いずれも肩部から胴部最上段にかけての破片である。42・43には半円形の透孔が存在す

る。肩部は円弧を描かず、ほぼ直線的に立ち上がって頸部へ移行している。47は頸部の破片で、断面

台形の突帯がめぐる。

円筒埴輪棺（図19～23）

　SK－１内部の円筒埴輪棺は、３個体の円筒埴輪からなる。№１と№２の２個体は、棺の本体で、

口縁部を合わせ口として、横位に安置されている。この際、合わせ口とした円筒埴輪棺の状態を維持

するために、SK－１の掘り方に対して、第２層とした黄褐色土を充填している。そのうえで、№３

を分割し、開口している透孔と底部に当てて、これを閉塞している。棺の本体である№１と№２の透

孔は、横方に向けられているわけではなく、一方が斜め上方、他の一方が斜め下方を向き、それぞれ

№３の小片で塞がれている。

　円筒埴輪棺に転用された３点は、いずれも二条突帯三段構成品である。外面調整は１次タテハケの

みで、二次調整を欠くこと、透孔が半円形であること、第二段の外面に、透孔と90°前後ずれて「×」

状の刻線が存在することなどが共通している。また、胎土、焼成、色調も同様であることから、同時

製作された資料と判断される。

　円筒埴輪棺の主体部分をなす№１、№２には、口縁部を中心に欠損箇所があり、断面の磨耗が観察

される。一定期間、古墳に樹立された状態の円筒埴輪を利用転用したことが想定される。透孔の形状

や胎土、色調などが共通することから、第197号墳に樹立されていた円筒埴輪を転用したことが推測

される。

　なお、円筒埴輪棺の内部には、空間はなく、周囲と同じ黒色土粒子を含む黄褐色土が詰まってい

た。人骨は依存せず、副葬品も皆無であった。

４　第197号墳
（１）遺構（図16）

　他の古墳と同じく、盛土をすでに失い、範囲確認調査によって新たに存在を確認した古墳である。

墳丘の一部と、それをめぐる周堀を検出した。墳丘の西側部分には調査が及んでいないが、墳形は墳

丘規模と周堀外縁の形状から、小型の円墳と推定される。いずれも確認面で、墳丘は径10.5ｍ、周堀

幅は北側で約５ｍ、東側で3.5ｍ、南側で2.75ｍの規模を計測する。

（２）遺物

　遺物は検出されていない。同じ条件で検出された第196号墳では、一定量の埴輪片を検出している

ことを考えると、第197号墳は、埴輪を伴わなかった可能性が高い。
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図17　第196号墳出土遺物（１）
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図18　第196号墳出土遺物（２）
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図21　第196号墳 SK－１出土遺物（２）
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図22　第196号墳 SK－１出土遺物（３）
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図23　第196号墳 SK－１出土遺物（４）



５　第201号墳
（１）遺構（図24～27）

　第201号墳も、現地表上の墳丘を完全に失い、試掘調査によって、はじめて存在が確認された古墳

である。調査区は、古墳南西側から西側にかけての墳丘裾部と周堀にかかる範囲に該当する。調査区

内に検出した墳丘裾部は、やや整った円弧を描いている。

　墳丘の外周には周堀がめぐる。確認面での上幅は、６ｍ前後を計測する。堀底は平坦であるが、調

査区南壁寄りの一角には、深掘りされている箇所が見られる。確認面からの深さは、1.5ｍ前後あり、

ローム層を掘り抜いて、その下の礫層にまで達している。墳形は円墳で、墳丘規模は直径20ｍ前後と

推定される。

　周堀に堆積する土層は、Ａ・Ｂの２地点で、様相が異なる。とくにＢ地点では上層が大きく掘削を

受け、客土が分厚く堆積している。

　第１～３層は、遺構確認面の上層を覆う土層で、ほぼ水平に堆積している。第１層は、第２層の上

面を削りこんで敷かれた近年の客土である。第２・３層は、ともにしまりが弱く、かつての耕作土と

考えられる。とくに、第２層には浅間Ａ軽石が多量に含まれていることから、形成時期は近世に下る

ことが明らかである。

　第４層以下は、周堀の覆土である。第４層は周堀の最上層を全面的に被覆する土層で、分厚く堆積

する。礫、焼土、炭化物のブロックを含み、粘性が高い。
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図24　第201号墳位置図
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　第５・６層は、ともに周堀外側立ち上がり面の上位に認められる土層で、調査区の南壁のみに確認

される。黄灰褐色を呈し、ロームを多く含んでいることから、周堀立ち上がり上位部の崩落土と判断

される。

　第７層は、礫、焼土、炭化物のブロックを含み、粘性が高く、第４層に類似した土層であるが、や

や茶色味が強い。

　第８・９層は、ともに黒褐色を呈し、粘性が高い。第８層は、浅間Ｂ軽石を多く含み、全体にザラ

ザラしている。これに対し、第９層も、同様の色調を示すが、浅間Ｂ軽石が含まれない。なお、第８

層は、周堀の中層に安定して堆積している土層で、埴輪片や葺石と思われる礫も含まれ、浅間Ｂ軽石

降下後ほどなくして、墳丘の崩落が進行したことが窺える。

　第10・11層は、暗褐色を呈し、第８・９層と同じく粘性が高い。周堀中層の立ち上がり部分に発達

した土層で、このうち墳丘側に堆積する第11層には、小礫とともに、葺石と思われる拳大の礫が少量

含まれる。

　第12層は、上下の各層に比べ、明らかに灰色がかっている。

　第13～17層までは、いずれも礫を含んで暗褐色を呈する。第13層には、砂粒が多く含まれる。

　第18層は、第５・６層と同様に、黄灰褐色を呈し、ロームを多く含んでいることから、周堀立ち上

がり上位部の崩落土と判断される。

　第19・20層は、ともに砂礫を多量に含み、暗褐色を呈する。とくに、第20層は、周堀下層部に安定

的に発達した土層で、北壁付近では、堀底を直接被覆している。また、少量ながら、埴輪片を含んで

いる。

　第21層は、墳丘側立ち上がりの斜面を被覆する土層で、暗褐色を呈する。第20層に比べ、砂礫の含

有量が少なく、替わってロームを一定量含んでいる。
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図27　第201号墳断面図（２）



　第22層も、墳丘側立ち上がりの上位に堆積し、砂礫を含まず、ロームを多く含有して、黄褐色を呈

する。

　第23～26層は、調査区南壁寄りの深掘り箇所の最下層に堆積する土層である。第23・24層は、暗褐

色粘質土で、砂礫を少量含んでいる。第25・26層は、明褐色粘質土で、同じく砂礫を含んでいるが、

含有量は、第23・24層よりも多い。

（２）遺物

　遺物は少量の埴輪片を検出している。多くは第８層において、葺石を考えられる礫とともに出土し

ている。平安期の中で墳丘の崩壊が進行する段階があり、それに伴って周堀内に転落したものであろ

う。

　また、微量ながら最下層を形成する第20層においても出土している。これらの資料は、周辺古墳か

らの流れ込みの可能性も考えられる。
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第201号墳周堀土層説明
第１層：客土

第２層：暗灰褐色土　浅間Ａ軽石（～1.5㎜）を多量に、礫（～
１㎝）を少量含む。しまり、粘性ともになし。旧耕

作土。

第３層：暗灰褐色粘質土　小礫（～1.5㎝）を中量含む。しま
りはやや弱く、粘性はやや高い。旧耕作土。

第４層：暗灰褐色粘質土　３層に準ずるが、色調がやや暗

く、小礫（～３㎝）を中量含む。しまりはやや強く、

粘性は高い。焼土・炭化物粒子（～２㎜）を少量含

む。しまりはやや強く、粘性は高い。

第５層：暗黄灰褐色土　黄褐色粘質土を多量に含む。しまり

はやや強く、粘性はやや高い。周溝立ち上がり上位

部の崩落土。

第６層：暗黄灰褐色土　黄褐色小礫（～1.5㎝）を多量に含
む。しまりはやや強く、粘性はやや高い。周溝立ち

上がり上位部の崩落土。

第７層：暗褐色粘質土　小礫（～１㎝）、焼土・炭化物粒子

（～２㎜）を少量含む。しまりはやや強く、粘性は高

い。

第８層：黒褐色粘質土　浅間Ｂ軽石（～１㎜）を含む。埴輪

片・棒状礫を含む。埴輪片の中には、基部を含む。

第９層：黒褐色粘質土　８層に準ずるが、浅間Ｂ軽石を含ま

ない。粘質は高い。

第10層：暗褐色粘質土　礫（～８㎜）を少量含む。しまりはや
や強く、粘性は高い。

第11層：暗褐色粘質土　礫（～1.5㎝）を含む。しまりはやや
強く、粘性は高い。

第12層：黒灰褐色粘質土　礫（～５㎜）を少量含む。しまりは
やや強く、粘性は高い。

第13層：暗褐色粘質土　12層に準ずる。やや砂質。礫（～1.5㎝）
を含む。しまりはやや強く、粘性は、高い。

第14層：暗褐色粘質土　礫（～５㎜）を微量含む。しまりはや
や強く、粘性は高い。

第15層：暗褐色粘質土　礫（～1.5㎝）を少量含む。しまりは
やや強く、粘性はやや高い。

第16層：暗褐色粘質土　砂粒（～１㎜）、礫（～２㎝）を少量含
む。しまりはやや強く、粘性は高い。

第17層：暗褐色粘質土　礫（～１㎝）を含む。しまりはやや強
く、粘性は高い。

第18層：黄灰褐色粘質土　礫（～５㎜）を少量含む。しまりは
やや強く、粘性は高い。

第19層：暗褐色粘質土　礫（～1.5㎝）を多量に含む。しまり
はやや強く、粘性は高い。

第20層：暗褐色粘質土　礫（～３㎝）を多量に含む。しまりは
やや強く、粘性は高い。埴輪片を含む。

第21層：暗褐色粘質土　砂粒（～１㎜）を多量に含み、礫（～
１㎝）を少量含む。しまりはやや強く、粘性は高い。

第22層：黄褐色砂礫土　暗褐色粘質土粒子（～１㎜）を含む。
しまりはやや強く、粘性はやや高い。

第23層：暗褐色粘質土　砂粒（～１㎜）を少量、礫（～５㎜）を
微量含む。しまりはやや強く、粘性はやや高い。

第24層：暗褐色粘質土　礫（～５㎜）を少量含む。しまりはや
や強く、粘性はやや高い。

第25層：明褐色粘質土　砂粒（～１㎜）を多量に含み、礫（～５㎜）
を少量含む。しまりはやや強く、粘性はやや高い。

第26層：明褐色粘質土　砂粒（～１㎜）、礫（～５㎜）を含む。
しまりはやや強く、粘性はやや高い。



第Ⅴ章　結　　語

　長沖古墳群は、他と離れて単独で存在する157号墳を除いても、総数202基を数え、埼玉県内最大規

模の古墳群である。群内には、中期に築造された少数の円墳、５基の後期前方後円墳、１基の帆立貝

形古墳を含むが、主体となるのは後期後半から終末期にかけて築造された小型円墳である。集成７～

９期にかけての竪穴系埋葬施設を備える小型円墳はごく少数で、「古式群集墳」や「初期群集墳」と

しての性格は認められない。現状では、多数高密度に形成された「新式群集墳」または「後期群集

墳」の内部に、中期円墳や後期前方後円墳が少数混在しているとする表現がふさわしい。

　本書に報告した５基の古墳のうち、前方後円墳の第196号墳を除く４基の円墳も、すべて後・終末

期の築造と推定される。なお、中期段階に比較的小規模な円墳の築造を見る古墳群には、塚本山古墳

群や旭・小島古墳群、四十坂古墳群のように前期の小方墳を随伴する事例が認められるが、長沖古墳

群の場合は、いまのところ前期小方墳を伴わないようである。これに対して、塚本山古墳群では前方

後円墳が含まれないようであり、前期以来、造営期間が長い古墳群の形成過程は一様ではないことが

理解されるが、反面、後期後半における群集墳出現は汎列島的現象といえ、当該期において一段と強

力な政治的契機が作用した結果といえる。
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写 真 図 版



図版１

第194・195号墳遠景
 ［南から］

第194号墳調査風景 ［東から］

第194号墳全景 ［東から］



図版２

第194号墳全景 ［南東から］

第194号墳周溝
土層堆積状況 ［南東から］

第194号墳周溝
土層堆積状況 ［東から］



図版３

第194号墳 ［南東から］

第195号墳Ａ地点全景
 ［西から］

第195号墳Ａ地点全景
 ［南東から］



図版４

第195号墳Ａ地点周溝
土層堆積状況 ［南から］

第195号墳Ｂ地点全景
 ［東から］

第195号墳Ｂ地点全景
 ［南から］



図版５

第195号墳Ｂ地点全景
 ［南東から］

第195号墳Ｂ地点
土層堆積状況 ［西から］

第195号墳Ｂ地点
土層堆積状況 ［東から］



図版６

第196号墳 SK－１
調査風景 ［南西から］

第196号墳 SK－１全景
 ［北から］

第196号墳 SK－１
円筒埴輪棺出土状況

 ［南西から］



図版７

第196号墳 SK－１
円筒埴輪棺出土状況

 ［南西から］

第196号墳 SK－１
円筒埴輪棺取り上げ後状況

 ［南西から］

第196号墳 SK－１
完掘状況 ［南西から］



図版８

第196号墳 SK－１
円筒埴輪棺出土状況

 ［北西から］

第196号墳 SK－１
円筒埴輪棺取り上げ後状況

 ［北西から］

第196号墳 SK－１
完掘状況 ［北西から］



図版９

第196号墳 SK－１
円筒埴輪棺合わせ口部

閉塞状況 ［北東から］

第196号墳 SK－１
円筒埴輪棺基部

閉塞状況 ［北西から］

第196号墳 SK－１
円筒埴輪棺円窓部

閉塞状況 ［西から］



図版10

第201号墳全景 ［西から］

第201号墳周溝
土層堆積状況 ［南から］

第201号墳周溝
土層堆積状況 ［北西から］



図版11

第195号墳出土遺物（１） 第195号墳出土遺物（２）

第194号墳出土遺物（２）

第194号墳出土遺物（１）
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図版12

第196号墳出土遺物（１）
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図版13

第196号墳出土遺物（２）
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第196号墳 SK－１出土遺物（１）
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第196号墳 SK－１出土遺物（２）
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第196号墳 SK－１出土遺物（３）
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